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プロローグ

Ａ国は、Ｂ国へ宣戦布告を行い、軍隊を派兵した．

しかし、Ｂ国軍の反撃に遭い、Ａ国軍は撤退を余儀なくされている．



前線

 
 
「こちら、前線です．指令本部、応答願います」

「こちら、指令本部．戦況を報告せよ」

「甚大な被害を受けています．撤退しても、よろしいでしょうか」

「撤退は出来ない」

「では、劣化ウラン弾の使用を許可して下さい」

「それはチョット待ってくれ．追って連絡する」



Ａ国軍指令本部

 
 
「本部長殿！如何しましょう」

「現在の国内政情を鑑みるに、劣化ウラン弾の使用は許可できない」

「しかし、それでは・・・」

「新型爆弾を使うことにする」

「えっ！経済兵器研究所の開発した新型爆弾ですか」

「そうだ．直ぐに準備せよ」

「はっ！」

「はっ！」



「はっ！」

Ａ国では、劣化ウラン弾製造メーカーと国防省事務次官との贈収賄が発覚し、大騒動になって

いた．劣化ウラン弾の使用ができる政治状況ではなかったのである．しかし、経済兵器研究所が

新型爆弾の開発に成功し、既に量産体制に入っていた．開戦直前に経済兵器研究所は指令本部長

へコッソリと多額の賄賂を贈り新型爆弾の使用を決定させていたのであった．



Ａ国兵器工場、輸送センター

 
 
「おーい、こっちだ、こっちだ・・・ゆっくり降ろせ」



Ａ国兵器工場、輸送センター

 
 
新型爆弾が段ボール箱に詰め込まれ、軍用トラックで前線へ大量に輸送されていく．



前線

 
 
「次だ！」

「自動操縦装置、オンにします」

「よーし！」

ドローンに吊り下げられた新型爆弾が前線から次々と飛び立っていく．



Ｂ国内の至る所

 
 
飛び立ったドローンは、Ｂ国全土に新型爆弾を隈無く投下していく．



Ｂ国内の至る所

 
 
「なんだこりゃ・・・カネだ！お札だ！」

段ボール箱の中身は、精巧に印刷され、適度にシワシワ加工されたＢ国の紙幣であった．この偽

札はＢ国内のＡＴＭや自動販売機で使えて、本物と全く見分けがつかなかった．



Ｂ国内の至る所

 
 
「すげー！これで俺も億万長者だー」

「うおー！フォアグラのキャビアサンドを食ってやる・・・」



Ｂ国内の至る所

 
 
「こっちにもあるぞー」

「おカネよー！」

「札束だー、札束だー・・・」

「あわわわ」

「会社辞めてやる、会社辞めてやる・・・」

「うっしっし！」

のちに偽札爆弾と呼ばれるようになる、この新型爆弾が投下されると、Ｂ国民は先を争って飛び

出て来て、散らばる偽札を掻き集め、残らず持ち去っていった．投下された偽札の総額はＢ国の



国家予算に匹敵する額だった．



エピローグ

Ｂ国は経済が大混乱に陥り、戦争続行不能となってしまった．しかし、国土割譲を懸念するＢ国

軍は徹底抗戦の構えを崩さずにいた．そこへ突如として、Ｃ国が参戦の動きを見せた．これに慌

てたＡ国は、Ｂ国へ外交ルートを通じて国土割譲はしないと確約を与えた．新型爆弾投下開始か

ら十日後にＢ国は降伏し、戦争は終結した．

《了》



後書き

ＣＧ画像：

次の画像処理ソフトウエアを使用しました．

ArtRage 3 Studio Pro　アンビエント社
Photoshop Elements 10　アドビシステムズ株式会社

 
著者：

茜町春彦（あかねまちはるひこ）と申します．

2004年より活動を始めたフリーランスのライター＆イラストレーターです．
作品が社会の進歩に多少なりとも寄与することを願いながら、日々制作を行なっています．

また、下記WEBサイトに於いても、デジタル作品を公開しております．

YouTube　（動画共有サイト）
Google+　（ソーシャルネットワークサービス）
楽天Kobo電子書籍ストア　（ネットショッピングサイト）

 
その他：

製品名等はメーカー等の登録商標等です．

本書は著作権法により保護されています．

2016年5月10日発行
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